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研究成果の概要（和文）：本研究は、EUと東アジアにおける地域統合の構造的特徴と動態を、経済制度の進化的
多様性と成長体制の相互依存性の観点から分析した。特に、研究の成果として次の本を出版した。Boyer, R., 
Uemura, H., Yamada, T. and Song, L. (eds.) Evolving Diversity and Interdependence of Capitalisms: 
Transformations of Regional Integration in EU and Asia, Springer, 2018。磯谷明徳・植村博恭編『制度と
進化の政治経済学』日本経済評論社、2022年。

研究成果の概要（英文）：This study analyzes the structural characteristics and dynamics of regional 
integration in the EU and East Asia from the perspective of the evolving diversity of economic 
systems and the interdependence of growth regimes.
In particular, the following books were published as the results of research. Boyer, R., Uemura, H.,
 Yamada, T. and Song, L. (eds.) Evolving Diversity and Interdependence of Capitalisms: 
Transformations of Regional Integration in EU and Asia, Springer, 2018. Akinori Isogai and Hiroyasu 
Uemura (eds.), Political Economy of Institutions and Evolution, Nihon Keizai Hyoronsha, 2022.

研究分野：比較制度分析、マクロ経済分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、資本主義の多様性をふまえてEUと東アジアにおける地域統合の構造的特徴と動態を両地域における経
済制度の多様性と成長体制の相互依存性の観点から比較分析するものである。
これによって、２０００年以降の地域統合の理論的研究と実証研究を新たなかたちで発展させることができた点
で、大きな学術的意義がある。また、EUと東アジアにおける地域統合の特質を正確に理解することによって、パ
ンデミックや地域紛争に対応できる有効な国際経済政策を構想することができた点で社会的意義を持っている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、ＥＵと東アジアにおける地域経済統合が急激な転換を経験している。ＥＵにおけるユー

ロ危機、経済格差の拡大、ブレクジット、そして東アジアにおける中国経済の急成長に伴う国際
分業構造の再編などが生じている。このような世界においては、地域経済統合が単線的に発展す
ると考える理解は、もはや現状を説明できなくなっている。 
本研究は、ＥＵ諸国や東アジア諸国の研究者との国際的共同研究を発展させつつ、各国の経済

制度の多様性と成長体制の相互依存性の観点から、ＥＵと東アジアの地域経済統合の構造と動
態を比較分析し、そのことによって地域経済統合の理論研究と実証研究を新たに再構成し発展
させることを目指してきた。本研究は、特に次の点に焦点をあてて進められた。第１に、ＥＵと
東アジアそれぞれの地域において経済制度の多様性が存在することに注目し、制度的統計デー
タを解析し比較制度分析を発展させている。第２に、ＥＵと東アジアにおける各国の成長体制の
異質性と国際的相互依存性を分析し、地域経済統合の動態を考察している。そのために、国際産
業連関分析とマクロ経済分析を総合し研究を発展させてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、急速な転換を経験しつつあるＥＵと東アジアにおける地域経済統合の構造

的特徴とその動態を、両地域における各国の経済制度の多様性と成長体制の国際的相互依存性
の観点から比較分析することである。本研究は、主として経済システムの構造と動態の分析を基
礎とするが、それとならんで政治的要因を重視する国際政治経済研究の知見もふまえて進めら
れてきた。これによって、地域経済統合の理論研究と実証研究を新たなかたちで再構成し発展さ
せている。また、そこから地域経済統合に対する政策的含意を積極的に導出してきた。本研究は、
制度分析と政治経済学分析を総合するアプローチに基づいて、地域経済統合研究を発展させる。 

 
３．研究の方法 
 本研究の方法の特徴は、次のような点にある。第１に、ＥＵにおける各構成国の経済制度の多
様性に関する比較制度分析と成長体制の国際的相互依存性分析を統合し、経済要因と政治的要
因の相互作用の観点から欧州統合の動態を分析する。ＥＵにおける北欧、中欧、南欧、そしてイ
ギリスなどの経済制度と経済構造の異質性に注目している。特に、労働制度や社会保障制度は、
「欧州化（Europeanization）」が進行するなかでも依然として多様性を維持している。そのような
異質的な制度的構造を持った各国の成長体制に、共通市場や共通通貨などを通して強い相互依
存性が存在するため、ユーロ危機、脱工業化の多様性、移民問題、貿易不均衡などが発生してい
る。分析手法としては、経済制度の多様性については、制度要因を反映した経済データを解析す
るとともに、成長体制の異質性と国際的相互依存性については、国際産業連関分析とマクロ経済
分析を総合することによって研究を進めている。ＥＵ構成国間では、中欧（ドイツ、オランダ）、
北欧（スウェーデン、フィンランド）、南欧（イタリア、スペイン、ポルトガル）、イギリスにお
いて成長体制が異なっているが、単一通貨（ユーロ）と域内貿易によって強い相互依存性が存在
している。そこから生み出される各国の経済成長、国際収支、脱工業化に関する不均等なパター
ンを分析してきた。ユーロ危機は、異質的な経済制度と成長体制を持った構成国に単一通貨ユー
ロを導入し、しかも財政連邦主義を確立できなかったことに原因がある。各国の経済構造の相互
依存性に関しては、特に国際産業連関分析が有効であり、本研究では World Input-Output Database 
(WIOD)を積極的に用いて分析を進めてきた。 
第２に、東アジアにおける各国の経済制度の多様性と成長体制の相互依存性を分析し、多国籍

企業の経済活動に牽引されて発展するアジア経済統合を分析している。東アジアの資本主義は、
地理的位置も発展段階も大きく異なるので、強い多様性を示している。アジア資本主義の制度的
構図は、５つの類型に分類できる：イノベーション・輸出主導型（日本、韓国、台湾）、大陸混
合経済型（中国）、都市型（シンガポール、香港）、貿易主導工業化型（タイ、マレーシア）、島
嶼半農型（インドネシア、フィリピン）（Harada and Tohyama 2018）。特に、雇用制度と社会保障
制度、そして産業構造については、大きな制度的多様性が存在する。東アジアにおいては、中国
の急速な経済成長と人口変動、さらに多国籍企業の国際的な活動に牽引された「事実上の経済統
合」が加速している（木崎 2017）。それによって、国際分業構造が急速に再編されつつあり、強
い経済的相互依存性が生み出されている。分析手法としては、各国の経済制度及び多国籍企業に
関するデータを解析するとともに、各国経済構造の相互依存性に関しては国際産業連関分析が
有効なので、本研究では、World Input-Output Database (WIOD)及びアジア諸国をカバーしている
Yokohama National University Global Input-Output Table (YNU-GIO)を用いて分析を進めている。 
第３に、ＥＵと東アジアの地域経済統合の構造と動態を比較することによって、単線的発展段

階論とは異なるかたちで、経済制度の多様性と成長体制の国際的相互依存性の観点から地域経
済統合理論を再構築する点であり、これが本研究の創造的な点である。ＥＵにおける国際政治主
導型の地域経済統合とアジアにおける多国籍企業活動主導型の「事実上の経済統合」の性格の相
違を明確にしつつ、両地域における経済制度の多様性の様態と成長体制の国際的相互依存性の
構造を析出し、そこから各国にとって地域経済統合に対する政策的含意を導出している。 



４．研究成果 
 本研究の期間中には、コロナ危機が発生したこともあって、国際コンファレンスの開催や現地
調査は中止せざるをえなかった。しかし、国際的なコミュニケーションを積極的に発展させるこ
とによって、研究成果は、地域経済統合の動態分析とコロナ危機をふまえた理論的枠組みの再構
築の双方にわたって十分に達成することができた。 
（１）ＥＵと東アジアの地域経済統合に関する国際共同研究の成果 

EU 諸国やアジア諸国の研究者との国際共同研究の成果は、次の書籍によって発表されている。
Boyer, R., Uemura, H., Yamada, T., and Song, L. (eds.) Evolving Diversity and Interdependence of 
Capitalisms: Transformations of Regional Integration in Europe and Asia, Springer, 2018. 
本書の内容とこれをふまえたその後の共同研究の展開全体をまとめれば、次のようになる。 
１）欧州統合とアジア経済統合の論理の比較分析（Chapter 2: Robert Boyer, “Two Dialectics between 
Polity and Economy: European and Asian Integration Processes Compared”） 
２）東アジア経済統合の構造変化（Chapter 3: Hitoshi Hirakawa, “Transformation of the World 
Economy and the Institutionalization of the East Asian Region”） 
３）ＥＵと東アジアにおける貿易不均衡の比較分析（Chapter 4: Uni Hiroyuki, “Comparative Analysis 
of Regional Trade Imbalance in East Asia and the Eurozone”） 
４）ＥＵ諸国と日本の脱工業化の比較分析（Chapter 5: Hiroyasu Uemura and Shinji Tahara, 
“The Evolving Diversity and Interdependence of Growth Regimes and De-industrialization in European 
Countries and Japan”） 
５）欧州統合の政治的側面とブレクジット（Chapter 10: Robert Boyer, “Brexit: Lessons for the 
Viability of the European Union and Other Regional Integration”） 
６）東アジア資本主義の制度的多様性（Chapter 12: Hironori Tohyama and Yuji Harada, “Institutional 
Diversity and Industrial and Innovative Specialization in Asian Capitalisms”） 
７）中国の経済発展の構造的特徴 Chapter 13: Lei Song and Chengnan Yan, “Dynamics of 
Developmentalism as the Mode of Régulation: Formation, Weakening and Redesign of Flexibility Rigidity”  
 Chapter 14: Lei Song, “Modular Mode of Production, Chinese Styles: Origin and Evolution” 
８）日本経済の長期的構造変化（Chapter 15: Hiroshi Nishi, “Structural Change, Sectoral Disparity and 
Economic Growth Process in Japan”）（さらなる研究成果として、Nishi (2023)を参照） 
９）日本企業の多国籍的展開と調整様式の変容：人間中心型発展に向けて 
（ Chapter 16: Yasuro Hirano and Toshio Yamada, “Multinationalization of Japanese Firms and 
Dysfunction of Companyist Régulation”）  
10）ＥＵと東アジアの地域経済統合の総合的比較分析 
 
①資本主義多様性の全体的構図 
まず、東アジアにおいては、これまでの遠山弘徳と原田裕治の研究によって、現在の世界にお

いて、次のような異なったタイプの資本主義が存在することが確認されてきた。 
・イノベーション・輸出主導型資本主義: 日本、韓国、台湾：製造業における積極的なイノベ

ーションに基づく輸出主導型成長： ・都市型資本主義: 香港、シンガポール：高水準の市場の
自由化と高い貿易依存度。低い水準の社会防衛と金融部門の高い収益性： ・大陸混合型資本主
義: 中国 市場の自由化の度合いは低いが、大きな人口と巨大な潜在的市場を有する。国内に複
数の経済システムを持っているが、中央政府の
コントロールが有効に効いている： ・貿易主
導型工業化資本主義：マレーシア、タイ 外国
企業の誘致に基づく工業化が進展、市場の自由
化が進む： ・島嶼半農型資本主義： インドネ
シア、フィリピン 低水準の市場自由化と農業・
プランテーションへの依存。また、欧米におい
ては、次のような類型が存在している。・アング
ロサクソン型資本主義：アメリカ合衆国、イギ
リス、カナダ、オーストラリア、ニュージーラ
ンド：高水準の市場自由化と比較的高い貿易依
存度の国々である。・北欧・中欧型資本主義：ス
ウェーデン、デンマーク、フィンランド、ドイ
ツ：比較的高水準の市場自由化と比較的高い水
準の社会防衛が存在し、イノベーションも高水
準で実現している： ・南欧型資本主義：中水
準の市場自由化と比較的低い対外貿易依存度と高い水準の社会防衛を特徴としている。 
本共同研究では、資本主義の多様な類型の変化について、最新のデータをもとに分析を行って

きた。その結果、日本の資本主義は、韓国、台湾とのクラスターから次第に離れ、アングロサク
ソン・クラスターに接近していることが確認された。資本主義の多様性に関するこの構図で重要
なのは、次の点である。新しい形態の資本主義である中国の発展が特徴的で、中国経済は人口動
態と市場拡大を伴って急速に発展している（木崎 2017）。中国にとって、東アジア地域経済統合
を発展させることは重要な戦略となっている。欧州統合においては、ヨーロッパ資本主義の対照



的な類型が存在している。南欧の国家主導資本主義の消費主導型成長（フランス、イタリアなど）、
北欧諸国の社会民主主義資本主義（ドイツはこれに近い）の輸出・イノベーション主導型成長、
イギリスの市場支配資本主義の金融主導型成長体制であり、これに東欧の資本主義が加わるこ
とで、欧州統合の国際的な動態が規定されている。 
以上の分析結果を総括すると、すべての資本主義がワン・ベストウェイに収斂しつつあるので

はなく、異なる制度的編成をもった資本主義間の国際的相互依存が強化されつつ、多様な資本主
義の動態が生み出されている。多様な資本主義はその規模、貿易特化パターン、地理的な特殊性、
イノベーションのパターンなどを伴って、多国籍企業が支配する国際市場の動態のなかに存在
し、様々な社会の間で顕著な階層構造が生みだされてきた。 
②ＥＵと東アジアにおける多様な資本主義の国際的相互依存の変化 
世界経済の全体的な構造変化について、世界国際産業連関表（WIOD）を用いて分析すること

によって、重要な研究成果が得られた。特に、ＥＵ及び東アジアにおける地域統合の構造的なパ
ターンを析出することができた。 
 

 
この分析結果では、ＥＵ域内貿易の安定、及び東アジアにおける中間財貿易の拡大、アジア経

済統合における中国の役割の変化が特徴的である。まず、世界国際産業連関表（WIOD）におけ
る投入係数行列の変化（1995 年と 2014 年の比較）においては、ＥＵ域内では中間財貿易の構造
自体には、大きな変化は生じていないが、対照的に東アジアにおいては、急速に成長する中国経
済が中間財の輸入経済から、中間財の輸出及び輸入両方を拡大させる経済へと大きく変化して
いる。ＥＵと東アジアをまたがり、中国からドイツへの中間財輸出の増加も確認できる。最終財
貿易行列の変化（1995 年と 2014 年の比較）においては、ＥＵにおける最終財の貿易構造には大
きな変化はないが、東アジアにおいては、中国が最終財の輸出経済から最終財の輸出・輸入両方
を行う経済へと変化していることがみてとれる。中国は巨大な国際的市場として発展している。
また、ＥＵと東アジアをまたがり、ドイツから中国への最終財輸出の増加も確認できる。 
 さらに、多様な成長体制の国際的相互依存性の分析の基礎には、近年目覚ましい発展を遂げて
いる国際価値論の研究がある（Shiozawa, Morioka and Taniguchi 2019）。安定的な国際価値のもと
で、中間財と最終財の国際的数量調整過程が進行している。それは、国際的な需要波及過程、す
なわち国際的ケインズ乗数過程と国際的レオンチェフ乗数過程に媒介されている（Uemura 2023）。
しかも、貨幣・金融的側面を視野に入れれば、各地域における為替レート体制の性質が重要であ
る（Uni 2018）。為替レート体制においては、国際経済システム及び地域経済統合の相互依存性
と各国資本主義の国内的調整様式との両立可能性が重要である。しかし、ＥＵでは、ユーロ圏で
の連邦主義的な財政的再分配の欠如を柔軟な為替レートが補完する可能性があったが、そのよ
うな為替調整メカニズムが消滅したことが、ユーロ危機への劇的な転換を説明する。地域統合の
軌道は、異質な国民経済的な調整様式と成長体制の国際的相互依存性によって規定される。 
➂ＥＵと東アジアにおける地域統合における国内―地域―国際関係の構造的特徴 
政治経済学的観点から、ＥＵと東アジアにおける地域統合の特徴を、国内―地域―国際関係と

いう重層的な構造として比較分析することが有効である。東アジアにおいては、国際的な政治的
合意の形成はきわめて弱く、地域レベルでの制度的調整も弱いものの、多国籍企業の経済活動に
よる事実上の地域経済統合が急速に進行してきた。特に、日本、中国、韓国、台湾の多国籍企業
が、積極的に国際生産ネットワークを発展させている。さらに、中国経済の急速な発展によって
国際分業に大きな構造変化が生じている。ＥＵにおいては、欧州統合という政治的目標が明確で、
地域レベルで次第に制度化が進み、共通市場や単一通貨、そして人の自由移動が実現してきた。
しかし、その反面、経済活動の統合は、異なる経済構造や成長体制をもったＥＵ構成国間に単一
通貨ユーロを導入したことによって、ユーロ危機なども生じている。また、移民・難民問題でも、
欧州化は必ずしも順調に進んではいない。ＥＵ構成国間の政治的合意のためには、構成国間の連
帯と市民による民主的なコントロールが必要となっている。ＥＵにおける地域統合の機能主義
的理解の限界は、2010 年代のユーロ危機と移民問題の激化によって明らかになった。さらに、
ＥＵにおける国際的ガバナンスの問題点は、イギリスのＥＵ離脱（ブレクジット）によって、よ
り深刻なものとなっている。  



（２）経済システムの制度的多様性と成長体制の国際的相互依存性の理論的体系化 
本共同研究における資本主義の多様性と国際的相互依存性に関する実証研究の成果をふまえ

て、制度と進化の政治経済学の観点から、経済システムの制度的多様性と成長体制（レジーム）
の国際的相互依存性の理論的体系化を行い、次の本を出版した。磯谷明徳・植村博恭編『制度と
進化の政治経済学：調整の重層性と多様性』日本経済評論社、2022 年。 
① 時間と空間の重層性をふまえた制度・成長体制・社会の分析 
資本主義の制度的多様性と国際的相互依存性を解明する「制度と進化の政治経済学」において

特に重要な観点が、時間と空間の重層性である。社会経済システムとしての資本主義の再生産と
成長は、様々な調整によって達成されている。本共同研究において参照しているレギュラシオン
理論における「レギュラシオン（régulation）」とは、まさに「制度」のもとで社会経済的アクタ
ーの行動が動態的な規則性を生み出す作用を意味している。それは、コーディネーション（調整）
の様々な領域を含み、複合的かつ重層的な構造を持っている。「成長体制（レジーム）」の分析に
ついては、調整の時間的・空間的重層性と成長体制の国際的相互依存性の観点からレギュラシオ
ン理論とポスト・ケインジアン理論の連携を発展させることが重要である。さらに、より根底的
で長期的な領域である「社会」については、市民社会において市民の社会的選好が発展する制度
的諸条件を解明している。そして、これら三領域
において共通に重要なのが、社会経済アクターの
意識と行動、社会的選好の役割である。このよう
な社会経済アクターの社会的相互作用が、重層的
な諸制度を再生産するとともに進化させ、マクロ
経済の累積的動態を生み出す。また、制度による
誘導とマクロ経済動態の変動が、アクターの意識
や行動に影響を与える。資本主義において、「制
度」の積極的役割が重要であり、政治経済学にお
ける制度理論の再構築が期待される（Uni 2020; 
Isogai 2024）。「制度」の分析と「社会」に対する
認識をふまえて、多様な資本主義の「成長体制」
とそれらの国際的相互依存性の分析が展開されることになる（Uemura 2023）。さらに、制度の役
割と調整の重層性を念頭におきつつ、「社会」を、特に「市民社会」とそこにおける社会的選好
について分析することで社会認識を深めていくことができる（山田 2028; 2022）。しかも、これ
ら３つの分析領域において、社会経済アクターの意識と行動が内生的に形成される。制度的環境
のもとで、社会経済アクターの意識や行動とその相互作用が、諸制度を再生産するとともに、成
長体制の多様な動態と国際的相互依存性を生み出す。そして同時に、成長体制の動態の安定性や
不安定性、そして国際的相互依存性が、社会経済アクターの意識や行動を影響を与えるのである。 
② 重層的な調整の諸領域と多様な原理―コロナ・パンデミック分析への視点  
 本共同研究では、多様な資本主義の重層的調整と国際的相互依存性に関する分析に基づいて、
コロナ・パンデミックに関する分析への視点を得ることができた。政治と経済、国家と市場の関
係にとどまらず、「社会（市民社会あるいはコミュニティー）」の領域を視野におさめるかたちで、
市場－企業―国家－社会の相互規定関係を分析できるようになったことが、大きな理論的成果
である。市民社会あるいはコミュニティーは、人々の水平的関係であり、しかも社会的選好、信
頼、義務といった要素によって規定されている（Harada 2019）。国家と市民社会の双方にまたが
るものとして、「社会的共通資本」の役割についても重視されるべきで、「社会的共通資本」とし
ての社会的インフラストラクチャ―と所得分配のあり方は、それぞれの資本主義の成長体制の
動態に影響を与える（Nishi and Okuma 2023）。社会経済システムの諸領域をふまえた重層的な時
間と空間の認識の再構築は、現在人類が直面しているコロナ・パンデミックの分析についても有
効な理解をもたらす。ボワイエ（2020）が強調するように、経済を社会や政治、社会保障や医療
の中に再度埋め直す必要性がある。ボワイエが展望する「人間形成型発展」は、人間の生存を長
期的に保証し、人間の持っている潜在能力の発展を社会的諸制度によって支えることのできる
社会発展のあり方である。そのような発展なかでは、経済の時間、人間の生存と発展の時間、環
境に関わる時間といった重層的な時間において調整を実現していくことが望まれる。また、人間
の生存を支えるローカルな地域から国民的領域を経て、地域統合の国際的相互依存性の領域に
いたる重層的な空間で、様々な制度と活動を再編成していかなければならない（山田 2022）。 
（３）共同研究のまとめ 
 本国際共同研究は、当初、資本主義の進化的多様性と国際的相互依存性に関する理解を深め、
ＥＵと東アジアにおける地域統合に関する比較分析を発展させた。ローカル―リージョナル―
グローバルという重層的空間において、政治と経済の諸領域にわたって、ＥＵと東アジアでは異
なる地域統合の動態が存在してきたことが確認された。成長体制の国際的相互依存性に関する
分析のための理論的基礎も発展しつつある（Uemura 2023）。さらに、本共同研究の実施期間中に
世界的なコロナ危機が発生したが、これは国際的共同研究を大きく前進させる起動力となった。
コロナ感染の世界的な蔓延と各国政府の政策的対応の多様性を考察することで、そこに存在す
る複雑な時間構造と空間構造を深く認識することができ、現代世界における市場―国家―市民
社会の相互関係の再編という課題を確認した（遠山 2024）。本共同研究の成果として築かれた国
際的な共同研究プラットフォームは、今後とも重要な役割を果たしていくものと期待される。 
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